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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月4日(2013.3.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記の目的を達成するための本発明の第１の態様、第６の態様、第１１の態様あるいは
第１６の態様に係る画像表示装置の駆動方法は、
　（Ａ）第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、第３原色を表
示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素から構成された画素が２次元マ
トリクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、を備え、
　信号処理部において、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第４副画素・出力信号を、第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画
素・入力信号に基づき求め、第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記の目的を達成するための本発明の第２の態様、第７の態様、第１２の態様あるいは
第１７の態様に係る画像表示装置の駆動方法は、
　（Ａ）第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び、第３原
色を表示する第３副画素から構成された画素が、第１の方向及び第２の方向に２次元マト
リクス状に配列され、第１の方向に配列された少なくとも第１の画素及び第２の画素によ
って画素群が構成され、各画素群において、第１の画素と第２の画素との間に第４の色を
表示する第４副画素が配置されている画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　信号処理部において、
　第１の画素に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第２の画素に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第４副画素に関して、第４副画素・出力信号を、第１の画素への第１副画素・入力信号
、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１
信号、並びに、第２の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副
画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第２信号に基づき求め、第４副画素へ出
力する画像表示装置の駆動方法である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記の目的を達成するための本発明の第３の態様、第８の態様、第１３の態様あるいは
第１８の態様に係る画像表示装置の駆動方法は、
　（Ａ）画素群が、第１の方向にＰ個、第２の方向にＱ個の合計、Ｐ×Ｑ個、２次元マト
リクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　各画素群は、第１の方向に沿って、第１の画素及び第２の画素から構成され、
　第１の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第３原色を表示する第３副画素から成り、
　第２の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第４の色を表示する第４副画素から成り、
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　信号処理部において、
　第１の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐであり
、ｑ＝１，２・・・，Ｑである］の第１の画素への第３副画素・出力信号を、少なくとも
第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素への第３副画素・入力信号、並びに、第（ｐ，ｑ）番目の
第２の画素への第３副画素・入力信号と、伸長係数α0とに基づき求め、第（ｐ，ｑ）番
目の第１の画素の第３副画素へ出力し、
　第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への第４副画素・出力信号を、第（ｐ，ｑ）番目の第２
の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から
求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、第１の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の
第２の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第
３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１信号と、伸長係数α0とに基づ
き求め、第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素の第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法
である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上記の目的を達成するための本発明の第４の態様、第９の態様、第１４の態様あるいは
第１９の態様に係る画像表示装置の駆動方法は、
　（Ａ）画素が、第１の方向にＰ0個、第２の方向にＱ0個の合計、Ｐ0×Ｑ0個、２次元マ
トリクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　各画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、第３原色
を表示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素から成り、
　信号処理部においては、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第２の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐ0であ
り、ｑ＝１，２・・・，Ｑ0である］の画素への第４副画素・出力信号を、第（ｐ，ｑ）
番目の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号
から求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番
目の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３
副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１信号に基づき求め、第（ｐ，ｑ）
番目の画素の第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　上記の目的を達成するための本発明の第５の態様、第１０の態様、第１５の態様あるい
は第２０の態様に係る画像表示装置の駆動方法は、
　（Ａ）画素群が、第１の方向にＰ個、第２の方向にＱ個の合計、Ｐ×Ｑ個、２次元マト
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リクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　各画素群は、第１の方向に沿って、第１の画素及び第２の画素から構成され、
　第１の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第３原色を表示する第３副画素から成り、
　第２の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第４の色を表示する第４副画素から成り、
　信号処理部において、
　第２の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐであり
、ｑ＝１，２・・・，Ｑである］の第２の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・
入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、
第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・
入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素・
制御第１信号と、伸長係数α0とに基づき第４副画素・出力信号を求め、第（ｐ，ｑ）番
目の第２の画素の第４副画素へ出力し、
　少なくとも第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への第３副画素・入力信号並びに第（ｐ，ｑ
）番目の第１の画素への第３副画素・入力信号と、伸長係数α0とに基づき第３副画素・
出力信号を求め、第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素の第３副画素へ出力する画像表示装置の
駆動方法である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　本発明の第１の態様～第２０の態様に係る画像表示装置の駆動方法にあっては、基準伸
長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補正係数、及び、
外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決定する。従って
、画像表示装置に外光が当たり、画像表示装置に表示される画像の視認性が低下するとい
った問題を解決することができ、しかも、各画素における輝度の最適化を図ることができ
る。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　また、本発明の第１の態様～第２０の態様に係る画像表示装置の駆動方法にあっては、
第４の色を加えることで色空間（ＨＳＶ色空間）が拡大され、副画素・出力信号が、少な
くとも副画素・入力信号並びに基準伸長係数α0-std及び伸長係数α0に基づき求められる
。このように、基準伸長係数α0-std及び伸長係数α0に基づき出力信号値を伸長するので
、従来の技術のように、白色表示副画素の輝度は増加するが、赤色表示副画素、緑色表示
副画素及び青色表示副画素の輝度は増加しないといったことがない。即ち、例えば、白色
表示副画素の輝度を増加させるだけでなく、赤色表示副画素、緑色表示副画素及び青色表
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示副画素の輝度も増加させる。しかも、（赤色表示副画素の輝度：緑色表示副画素の輝度
：青色表示副画素の輝度）の割合は、原則として変化しない。それ故、色の変化が生じる
ことを抑制することができるし、色のくすみが発生するといった問題の発生を確実に回避
することができる。尚、白色表示副画素の輝度は増加するが、赤色表示副画素、緑色表示
副画素あるいは青色表示副画素の輝度は増加しないとき、色のくすみが発生する。このよ
うな現象は、同時コントラスト（Simultaneous Contrast）と呼ばれる。特に、視感度の
高い黄色において、このような現象の発生が顕著である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　また、本発明の第１の態様、第６の態様、第１１の態様、第１６の態様に係る画像表示
装置の駆動方法にあっては、表示画像の輝度の増加を図ることができ、例えば、静止画や
広告媒体、携帯電話の待ち受け画面等の画像表示に最適である。一方、本発明の第１の態
様、第６の態様、第１１の態様、第１６の態様に係る画像表示装置の駆動方法を画像表示
装置組立体の駆動方法に適用することで、面状光源装置の輝度を基準伸長係数α0-stdに
基づき減少させることができるが故に、面状光源装置の消費電力の低減を図ることができ
る。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　また、本発明の第２の態様、第３の態様、第７の態様、第８の態様、第１２の態様、第
１３の態様、第１７の態様、第１８の態様に係る画像表示装置の駆動方法にあっては、信
号処理部において、各画素群の第１の画素並びに第２の画素への第１副画素・入力信号、
第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から第４副画素・出力信号を求め、出力
する。即ち、第４副画素・出力信号が、隣接する第１の画素並びに第２の画素への入力信
号に基づき求められるので、第４副画素への出力信号の最適化が図られている。しかも、
本発明の第２の態様、第３の態様、第７の態様、第８の態様、第１２の態様、第１３の態
様、第１７の態様、第１８の態様に係る画像表示装置の駆動方法にあっては、少なくとも
第１の画素及び第２の画素によって構成された画素群に対して１つの第４副画素が配置さ
れているので、副画素における開口領域の面積の減少を抑制することができる。その結果
、輝度の増加を確実に図ることができるし、表示品位の向上を図ることができる。また、
バックライトの消費電力を下げることが可能となる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　また、本発明の第４の態様、第９の態様、第１４の態様、第１９の態様に係る画像表示
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装置の駆動方法にあっては、第（ｐ，ｑ）番目の画素への第４副画素・出力信号を、第（
ｐ，ｑ）番目の画素への副画素・入力信号及びこの画素に第２の方向に沿って隣接する隣
接画素への副画素・入力信号に基づき求める。即ち、或る画素への第４副画素・出力信号
が、この或る画素と隣接する隣接画素への入力信号にも基づき求められるので、第４副画
素への出力信号の最適化が図られている。また、第４副画素を備えているが故に、輝度の
増加を確実に図ることができるし、表示品位の向上を図ることができる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　また、本発明の第５の態様、第１０の態様、第１５の態様、第２０の態様に係る画像表
示装置の駆動方法にあっては、第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への第４副画素・出力信号
を、第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への副画素・入力信号及びこの第２の画素と第２の方
向に沿って隣接する隣接画素への副画素・入力信号に基づき求める。即ち、或る画素群を
構成する第２の画素への第４副画素・出力信号が、この或る画素群を構成する第２の画素
への入力信号だけでなく、この第２の画素と隣接する隣接画素への入力信号にも基づき求
められるので、第４副画素への出力信号の最適化が図られている。しかも、第１の画素及
び第２の画素によって構成された画素群に対して１つの第４副画素が配置されているので
、副画素における開口領域の面積の減少を抑制することができる。その結果、輝度の増加
を確実に図ることができるし、表示品位の向上を図ることができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、第３原色を表
示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素から構成された画素が２次元マ
トリクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　信号処理部において、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第４副画素・出力信号を、第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画
素・入力信号に基づき求め、第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法であって、
　（ａ）第４の色を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間における彩度Ｓを変数とした明
度の最大値Ｖmaxを信号処理部において求め、更に、最大値Ｖmaxに基づき基準伸長係数α

0-stdを信号処理部において求め、
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
ここで、彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）は、
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Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ
Ｖ（Ｓ）＝Ｍａｘ
で表され、
Ｍａｘ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最大値
Ｍｉｎ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最小値
である。
【請求項２】
　（Ａ）第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び、第３原
色を表示する第３副画素から構成された画素が、第１の方向及び第２の方向に２次元マト
リクス状に配列され、第１の方向に配列された少なくとも第１の画素及び第２の画素によ
って画素群が構成され、各画素群において、第１の画素と第２の画素との間に第４の色を
表示する第４副画素が配置されている画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　信号処理部において、
　第１の画素に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第２の画素に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第４副画素に関して、第４副画素・出力信号を、第１の画素への第１副画素・入力信号
、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１
信号、並びに、第２の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副
画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第２信号に基づき求め、第４副画素へ出
力する画像表示装置の駆動方法であって、
　（ａ）第４の色を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間における彩度Ｓを変数とした明
度の最大値Ｖmaxを信号処理部において求め、更に、最大値Ｖmaxに基づき基準伸長係数α

0-stdを信号処理部において求め、
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
ここで、彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）は、
Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ
Ｖ（Ｓ）＝Ｍａｘ
で表され、
Ｍａｘ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最大値
Ｍｉｎ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最小値
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である。
【請求項３】
　（Ａ）画素群が、第１の方向にＰ個、第２の方向にＱ個の合計、Ｐ×Ｑ個、２次元マト
リクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　各画素群は、第１の方向に沿って、第１の画素及び第２の画素から構成され、
　第１の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第３原色を表示する第３副画素から成り、
　第２の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第４の色を表示する第４副画素から成り、
　信号処理部において、
　第１の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐであり
、ｑ＝１，２・・・，Ｑである］の第１の画素への第３副画素・出力信号を、少なくとも
第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素への第３副画素・入力信号、並びに、第（ｐ，ｑ）番目の
第２の画素への第３副画素・入力信号と、伸長係数α0とに基づき求め、第（ｐ，ｑ）番
目の第１の画素の第３副画素へ出力し、
　第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への第４副画素・出力信号を、第（ｐ，ｑ）番目の第２
の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から
求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、第１の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の
第２の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第
３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１信号と、伸長係数α0とに基づ
き求め、第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素の第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法
であって、
　（ａ）第４の色を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間における彩度Ｓを変数とした明
度の最大値Ｖmaxを信号処理部において求め、更に、最大値Ｖmaxに基づき基準伸長係数α

0-stdを信号処理部において求め、
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
ここで、彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）は、
Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ
Ｖ（Ｓ）＝Ｍａｘ
で表され、
Ｍａｘ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最大値
Ｍｉｎ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最小値
である。
【請求項４】
　（Ａ）画素が、第１の方向にＰ0個、第２の方向にＱ0個の合計、Ｐ0×Ｑ0個、２次元マ
トリクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　各画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、第３原色
を表示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素から成り、
　信号処理部においては、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
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求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第２の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐ0であ
り、ｑ＝１，２・・・，Ｑ0である］の画素への第４副画素・出力信号を、第（ｐ，ｑ）
番目の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号
から求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番
目の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３
副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１信号に基づき求め、第（ｐ，ｑ）
番目の画素の第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法であって、
　（ａ）第４の色を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間における彩度Ｓを変数とした明
度の最大値Ｖmaxを信号処理部において求め、更に、最大値Ｖmaxに基づき基準伸長係数α

0-stdを信号処理部において求め、
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
ここで、彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）は、
Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ
Ｖ（Ｓ）＝Ｍａｘ
で表され、
Ｍａｘ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最大値
Ｍｉｎ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最小値
である。
【請求項５】
　（Ａ）画素群が、第１の方向にＰ個、第２の方向にＱ個の合計、Ｐ×Ｑ個、２次元マト
リクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　各画素群は、第１の方向に沿って、第１の画素及び第２の画素から構成され、
　第１の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第３原色を表示する第３副画素から成り、
　第２の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第４の色を表示する第４副画素から成り、
　信号処理部において、
　第２の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐであり
、ｑ＝１，２・・・，Ｑである］の第２の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・
入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、
第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・
入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素・
制御第１信号と、伸長係数α0とに基づき第４副画素・出力信号を求め、第（ｐ，ｑ）番
目の第２の画素の第４副画素へ出力し、
　少なくとも第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への第３副画素・入力信号並びに第（ｐ，ｑ
）番目の第１の画素への第３副画素・入力信号と、伸長係数α0とに基づき第３副画素・
出力信号を求め、第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素の第３副画素へ出力する画像表示装置の
駆動方法であって、
　（ａ）第４の色を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間における彩度Ｓを変数とした明
度の最大値Ｖmaxを信号処理部において求め、更に、最大値Ｖmaxに基づき基準伸長係数α

0-stdを信号処理部において求め、
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　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
ここで、彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）は、
Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ
Ｖ（Ｓ）＝Ｍａｘ
で表され、
Ｍａｘ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最大値
Ｍｉｎ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最小値
である。
【請求項６】
　（Ａ）第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、第３原色を表
示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素から構成された画素が２次元マ
トリクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　信号処理部において、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第４副画素・出力信号を、第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画
素・入力信号に基づき求め、第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法であって、
　（ａ）第１副画素に第１副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入
力され、第２副画素に第２副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入
力され、第３副画素に第３副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入
力されたときの、画素を構成する第１副画素、第２副画素及び第３副画素の集合体の輝度
をＢＮ1-3とし、画素を構成する第４副画素に第４副画素・出力信号の最大信号値に相当
する値を有する信号が入力されたときの第４副画素の輝度ＢＮ4としたとき、基準伸長係
数α0-stdを以下の式から求め、
α0-std＝（ＢＮ4／ＢＮ1-3）＋１
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　（Ａ）第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び、第３原
色を表示する第３副画素から構成された画素が、第１の方向及び第２の方向に２次元マト
リクス状に配列され、第１の方向に配列された少なくとも第１の画素及び第２の画素によ
って画素群が構成され、各画素群において、第１の画素と第２の画素との間に第４の色を
表示する第４副画素が配置されている画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　信号処理部において、
　第１の画素に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
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　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第２の画素に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第４副画素に関して、第４副画素・出力信号を、第１の画素への第１副画素・入力信号
、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１
信号、並びに、第２の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副
画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第２信号に基づき求め、第４副画素へ出
力する画像表示装置の駆動方法であって、
　（ａ）第１副画素に第１副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入
力され、第２副画素に第２副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入
力され、第３副画素に第３副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入
力されたときの、画素群を構成する第１副画素、第２副画素及び第３副画素の集合体の輝
度をＢＮ1-3とし、画素群を構成する第４副画素に第４副画素・出力信号の最大信号値に
相当する値を有する信号が入力されたときの第４副画素の輝度ＢＮ4としたとき、基準伸
長係数α0-stdを以下の式から求め、
α0-std＝（ＢＮ4／ＢＮ1-3）＋１
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　（Ａ）画素群が、第１の方向にＰ個、第２の方向にＱ個の合計、Ｐ×Ｑ個、２次元マト
リクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　各画素群は、第１の方向に沿って、第１の画素及び第２の画素から構成され、
　第１の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第３原色を表示する第３副画素から成り、
　第２の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第４の色を表示する第４副画素から成り、
　信号処理部において、
　第１の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐであり
、ｑ＝１，２・・・，Ｑである］の第１の画素への第３副画素・出力信号を、少なくとも
第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素への第３副画素・入力信号、並びに、第（ｐ，ｑ）番目の
第２の画素への第３副画素・入力信号と、伸長係数α0とに基づき求め、第（ｐ，ｑ）番
目の第１の画素の第３副画素へ出力し、
　第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への第４副画素・出力信号を、第（ｐ，ｑ）番目の第２
の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から
求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、第１の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の
第２の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第
３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１信号と、伸長係数α0とに基づ
き求め、第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素の第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法
であって、
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　（ａ）第１副画素に第１副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入
力され、第２副画素に第２副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入
力され、第３副画素に第３副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入
力されたときの、画素群を構成する第１副画素、第２副画素及び第３副画素の集合体の輝
度をＢＮ1-3とし、画素群を構成する第４副画素に第４副画素・出力信号の最大信号値に
相当する値を有する信号が入力されたときの第４副画素の輝度ＢＮ4としたとき、基準伸
長係数α0-stdを以下の式から求め、
α0-std＝（ＢＮ4／ＢＮ1-3）＋１
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　（Ａ）画素が、第１の方向にＰ0個、第２の方向にＱ0個の合計、Ｐ0×Ｑ0個、２次元マ
トリクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、を備え、
　各画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、第３原色
を表示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素から成り、
　信号処理部においては、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第２の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐ0であ
り、ｑ＝１，２・・・，Ｑ0である］の画素への第４副画素・出力信号を、第（ｐ，ｑ）
番目の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号
から求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番
目の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３
副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１信号に基づき求め、第（ｐ，ｑ）
番目の画素の第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法であって、
　（ａ）第１副画素に第１副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入
力され、第２副画素に第２副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入
力され、第３副画素に第３副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入
力されたときの、画素を構成する第１副画素、第２副画素及び第３副画素の集合体の輝度
をＢＮ1-3とし、画素を構成する第４副画素に第４副画素・出力信号の最大信号値に相当
する値を有する信号が入力されたときの第４副画素の輝度ＢＮ4としたとき、基準伸長係
数α0-stdを以下の式から求め、
α0-std＝（ＢＮ4／ＢＮ1-3）＋１
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　（Ａ）画素群が、第１の方向にＰ個、第２の方向にＱ個の合計、Ｐ×Ｑ個、２次元マト
リクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　各画素群は、第１の方向に沿って、第１の画素及び第２の画素から構成され、
　第１の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第３原色を表示する第３副画素から成り、
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　第２の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第４の色を表示する第４副画素から成り、
　信号処理部において、
　第２の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐであり
、ｑ＝１，２・・・，Ｑである］の第２の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・
入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、
第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・
入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素・
制御第１信号と、伸長係数α0とに基づき第４副画素・出力信号を求め、第（ｐ，ｑ）番
目の第２の画素の第４副画素へ出力し、
　少なくとも第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への第３副画素・入力信号並びに第（ｐ，ｑ
）番目の第１の画素への第３副画素・入力信号と、伸長係数α0とに基づき第３副画素・
出力信号を求め、第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素の第３副画素へ出力する画像表示装置の
駆動方法であって、
　（ａ）第１副画素に第１副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入
力され、第２副画素に第２副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入
力され、第３副画素に第３副画素・出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入
力されたときの、画素群を構成する第１副画素、第２副画素及び第３副画素の集合体の輝
度をＢＮ1-3とし、画素群を構成する第４副画素に第４副画素・出力信号の最大信号値に
相当する値を有する信号が入力されたときの第４副画素の輝度ＢＮ4としたとき、基準伸
長係数α0-stdを以下の式から求め、
α0-std＝（ＢＮ4／ＢＮ1-3）＋１
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　（Ａ）第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、第３原色を表
示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素から構成された画素が２次元マ
トリクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　信号処理部において、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第４副画素・出力信号を、第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画
素・入力信号に基づき求め、第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法であって、
　（ａ）（Ｒ，Ｇ，Ｂ）で定義された色が画素において表示されるとし、ＨＳＶ色空間に
おける色相Ｈ及び彩度Ｓが以下の式で定義され、
４０≦Ｈ≦６５
０．５≦Ｓ≦１．０
の範囲となる画素の全画素に対する割合が所定の値β'0を超えるとき、基準伸長係数α0-

stdを所定の値以下として決定し、
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
ここで、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｒの値が最大のとき、
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Ｈ＝６０（Ｇ－Ｂ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）
であり、Ｇの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｂ－Ｒ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）＋１２０
であり、Ｂの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｒ－Ｇ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）＋２４０
であり、
Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ
であり、
Ｍａｘ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最大値
Ｍｉｎ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最小値
である。
【請求項１２】
　（Ａ）第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び、第３原
色を表示する第３副画素から構成された画素が、第１の方向及び第２の方向に２次元マト
リクス状に配列され、第１の方向に配列された少なくとも第１の画素及び第２の画素によ
って画素群が構成され、各画素群において、第１の画素と第２の画素との間に第４の色を
表示する第４副画素が配置されている画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　信号処理部において、
　第１の画素に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第２の画素に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第４副画素に関して、第４副画素・出力信号を、第１の画素への第１副画素・入力信号
、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１
信号、並びに、第２の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副
画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第２信号に基づき求め、第４副画素へ出
力する画像表示装置の駆動方法であって、
　（ａ）（Ｒ，Ｇ，Ｂ）で定義された色が画素において表示されるとし、ＨＳＶ色空間に
おける色相Ｈ及び彩度Ｓが以下の式で定義され、
４０≦Ｈ≦６５
０．５≦Ｓ≦１．０
の範囲となる画素の全画素に対する割合が所定の値β'0を超えるとき、基準伸長係数α0-

stdを所定の値以下として決定し、
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
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ここで、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｒの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｇ－Ｂ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）
であり、Ｇの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｂ－Ｒ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）＋１２０
であり、Ｂの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｒ－Ｇ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）＋２４０
であり、
Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ
であり、
Ｍａｘ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最大値
Ｍｉｎ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最小値
である。
【請求項１３】
　（Ａ）画素群が、第１の方向にＰ個、第２の方向にＱ個の合計、Ｐ×Ｑ個、２次元マト
リクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　各画素群は、第１の方向に沿って、第１の画素及び第２の画素から構成され、
　第１の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第３原色を表示する第３副画素から成り、
　第２の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第４の色を表示する第４副画素から成り、
　信号処理部において、
　第１の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐであり
、ｑ＝１，２・・・，Ｑである］の第１の画素への第３副画素・出力信号を、少なくとも
第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素への第３副画素・入力信号、並びに、第（ｐ，ｑ）番目の
第２の画素への第３副画素・入力信号と、伸長係数α0とに基づき求め、第（ｐ，ｑ）番
目の第１の画素の第３副画素へ出力し、
　第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への第４副画素・出力信号を、第（ｐ，ｑ）番目の第２
の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から
求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、第１の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の
第２の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第
３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１信号と、伸長係数α0とに基づ
き求め、第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素の第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法
であって、
　（ａ）（Ｒ，Ｇ，Ｂ）で定義された色が画素において表示されるとし、ＨＳＶ色空間に
おける色相Ｈ及び彩度Ｓが以下の式で定義され、
４０≦Ｈ≦６５
０．５≦Ｓ≦１．０
の範囲となる画素の全画素に対する割合が所定の値β'0を超えるとき、基準伸長係数α0-

stdを所定の値以下として決定し、
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
ここで、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｒの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｇ－Ｂ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）
であり、Ｇの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｂ－Ｒ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）＋１２０
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であり、Ｂの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｒ－Ｇ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）＋２４０
であり、
Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ
であり、
Ｍａｘ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最大値
Ｍｉｎ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最小値
である。
【請求項１４】
　（Ａ）画素が、第１の方向にＰ0個、第２の方向にＱ0個の合計、Ｐ0×Ｑ0個、２次元マ
トリクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　各画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、第３原色
を表示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素から成り、
　信号処理部においては、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第２の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐ0であ
り、ｑ＝１，２・・・，Ｑ0である］の画素への第４副画素・出力信号を、第（ｐ，ｑ）
番目の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号
から求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番
目の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３
副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１信号に基づき求め、第（ｐ，ｑ）
番目の画素の第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法であって、
　（ａ）（Ｒ，Ｇ，Ｂ）で定義された色が画素において表示されるとし、ＨＳＶ色空間に
おける色相Ｈ及び彩度Ｓが以下の式で定義され、
４０≦Ｈ≦６５
０．５≦Ｓ≦１．０
の範囲となる画素の全画素に対する割合が所定の値β'0を超えるとき、基準伸長係数α0-

stdを所定の値以下として決定し、
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
ここで、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｒの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｇ－Ｂ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）
であり、Ｇの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｂ－Ｒ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）＋１２０
であり、Ｂの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｒ－Ｇ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）＋２４０
であり、
Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ
であり、
Ｍａｘ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
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力信号値の３つの副画素・入力信号値の最大値
Ｍｉｎ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最小値
である。
【請求項１５】
　（Ａ）画素群が、第１の方向にＰ個、第２の方向にＱ個の合計、Ｐ×Ｑ個、２次元マト
リクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　各画素群は、第１の方向に沿って、第１の画素及び第２の画素から構成され、
　第１の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第３原色を表示する第３副画素から成り、
　第２の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第４の色を表示する第４副画素から成り、
　信号処理部において、
　第２の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐであり
、ｑ＝１，２・・・，Ｑである］の第２の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・
入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、
第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・
入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素・
制御第１信号と、伸長係数α0とに基づき第４副画素・出力信号を求め、第（ｐ，ｑ）番
目の第２の画素の第４副画素へ出力し、
　少なくとも第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への第３副画素・入力信号並びに第（ｐ，ｑ
）番目の第１の画素への第３副画素・入力信号と、伸長係数α0とに基づき第３副画素・
出力信号を求め、第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素の第３副画素へ出力する画像表示装置の
駆動方法であって、
　（ａ）（Ｒ，Ｇ，Ｂ）で定義された色が画素において表示されるとし、ＨＳＶ色空間に
おける色相Ｈ及び彩度Ｓが以下の式で定義され、
４０≦Ｈ≦６５
０．５≦Ｓ≦１．０
の範囲となる画素の全画素に対する割合が所定の値β'0を超えるとき、基準伸長係数α0-

stdを所定の値以下として決定し、
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
ここで、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｒの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｇ－Ｂ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）
であり、Ｇの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｂ－Ｒ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）＋１２０
であり、Ｂの値が最大のとき、
Ｈ＝６０（Ｒ－Ｇ）／（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）＋２４０
であり、Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ
であり、
Ｍａｘ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最大値
Ｍｉｎ：画素への第１副画素・入力信号値、第２副画素・入力信号値及び第３副画素・入
力信号値の３つの副画素・入力信号値の最小値
である。
【請求項１６】
　（Ａ）第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、第３原色を表
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示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素から構成された画素が２次元マ
トリクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　信号処理部において、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第４副画素・出力信号を、第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画
素・入力信号に基づき求め、第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法であって、
　（ａ）（Ｒ，Ｇ，Ｂ）で定義された色が画素において表示されるとし、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）
が以下の式を満足する画素の全画素に対する割合が所定の値β'0を超えるとき、基準伸長
係数α0-stdを所定の値以下として決定し、
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
ここで、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｒの値が最高値、Ｂの値が最低値の場合であって、 
Ｒ≧０．７８×（２n－１）
Ｇ≧（２Ｒ／３）＋（Ｂ／３）
Ｂ≦０．５０Ｒ
を満足するとき；あるいは又、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｇの値が最高値、Ｂの値が最低
値の場合であって、
Ｒ≧（４Ｂ／６０）＋（５６Ｇ／６０）
Ｇ≧０．７８×（２n－１）
Ｂ≦０．５０Ｒ
を満足するとき；但し、ｎは表示階調ビット数である。
【請求項１７】
　（Ａ）第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び、第３原
色を表示する第３副画素から構成された画素が、第１の方向及び第２の方向に２次元マト
リクス状に配列され、第１の方向に配列された少なくとも第１の画素及び第２の画素によ
って画素群が構成され、各画素群において、第１の画素と第２の画素との間に第４の色を
表示する第４副画素が配置されている画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　信号処理部において、
　第１の画素に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第２の画素に関して、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
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　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第４副画素に関して、第４副画素・出力信号を、第１の画素への第１副画素・入力信号
、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１
信号、並びに、第２の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副
画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第２信号に基づき求め、第４副画素へ出
力する画像表示装置の駆動方法であって、
　（ａ）（Ｒ，Ｇ，Ｂ）で定義された色が画素において表示されるとし、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）
が以下の式を満足する画素の全画素に対する割合が所定の値β'0を超えるとき、基準伸長
係数α0-stdを所定の値以下として決定し、
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
ここで、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｒの値が最高値、Ｂの値が最低値の場合であって、
Ｒ≧０．７８×（２n－１）
Ｇ≧（２Ｒ／３）＋（Ｂ／３）
Ｂ≦０．５０Ｒ
を満足するとき；あるいは又、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｇの値が最高値、Ｂの値が最低
値の場合であって、
Ｒ≧（４Ｂ／６０）＋（５６Ｇ／６０）
Ｇ≧０．７８×（２n－１）
Ｂ≦０．５０Ｒ
を満足するとき；但し、ｎは表示階調ビット数である。
【請求項１８】
　（Ａ）画素群が、第１の方向にＰ個、第２の方向にＱ個の合計、Ｐ×Ｑ個、２次元マト
リクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　各画素群は、第１の方向に沿って、第１の画素及び第２の画素から構成され、
　第１の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第３原色を表示する第３副画素から成り、
　第２の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第４の色を表示する第４副画素から成り、
　信号処理部において、
　第１の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐであり
、ｑ＝１，２・・・，Ｑである］の第１の画素への第３副画素・出力信号を、少なくとも
第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素への第３副画素・入力信号、並びに、第（ｐ，ｑ）番目の
第２の画素への第３副画素・入力信号と、伸長係数α0とに基づき求め、第（ｐ，ｑ）番
目の第１の画素の第３副画素へ出力し、
　第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への第４副画素・出力信号を、第（ｐ，ｑ）番目の第２
の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から
求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、第１の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の
第２の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第
３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１信号と、伸長係数α0とに基づ
き求め、第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素の第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法
であって、
　（ａ）（Ｒ，Ｇ，Ｂ）で定義された色が画素において表示されるとし、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）
が以下の式を満足する画素の全画素に対する割合が所定の値β'0を超えるとき、基準伸長
係数α0-stdを所定の値以下として決定し、
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
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正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
ここで、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｒの値が最高値、Ｂの値が最低値の場合であって、
Ｒ≧０．７８×（２n－１）
Ｇ≧（２Ｒ／３）＋（Ｂ／３）
Ｂ≦０．５０Ｒ
を満足するとき；あるいは又、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｇの値が最高値、Ｂの値が最低
値の場合であって、
Ｒ≧（４Ｂ／６０）＋（５６Ｇ／６０）
Ｇ≧０．７８×（２n－１）
Ｂ≦０．５０Ｒ
を満足するとき；但し、ｎは表示階調ビット数である。
【請求項１９】
　（Ａ）画素が、第１の方向にＰ0個、第２の方向にＱ0個の合計、Ｐ0×Ｑ0個、２次元マ
トリクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　各画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、第３原色
を表示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素から成り、
　信号処理部においては、
　第１副画素・出力信号を、少なくとも第１副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第１副画素へ出力し、
　第２副画素・出力信号を、少なくとも第２副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第２副画素へ出力し、
　第３副画素・出力信号を、少なくとも第３副画素・入力信号及び伸長係数α0に基づき
求め、第３副画素へ出力し、
　第２の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐ0であ
り、ｑ＝１，２・・・，Ｑ0である］の画素への第４副画素・出力信号を、第（ｐ，ｑ）
番目の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号
から求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番
目の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・入力信号及び第３
副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第１信号に基づき求め、第（ｐ，ｑ）
番目の画素の第４副画素へ出力する画像表示装置の駆動方法であって、
　（ａ）（Ｒ，Ｇ，Ｂ）で定義された色が画素において表示されるとし、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）
が以下の式を満足する画素の全画素に対する割合が所定の値β'0を超えるとき、基準伸長
係数α0-stdを所定の値以下として決定し、
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
ここで、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｒの値が最高値、Ｂの値が最低値の場合であって、
Ｒ≧０．７８×（２n－１）
Ｇ≧（２Ｒ／３）＋（Ｂ／３）
Ｂ≦０．５０Ｒ
を満足するとき；あるいは又、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｇの値が最高値、Ｂの値が最低
値の場合であって、
Ｒ≧（４Ｂ／６０）＋（５６Ｇ／６０）
Ｇ≧０．７８×（２n－１）
Ｂ≦０．５０Ｒ
を満足するとき；但し、ｎは表示階調ビット数である。
【請求項２０】
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　（Ａ）画素群が、第１の方向にＰ個、第２の方向にＱ個の合計、Ｐ×Ｑ個、２次元マト
リクス状に配列されて成る画像表示パネル、並びに、
　（Ｂ）信号処理部、
を備え、
　各画素群は、第１の方向に沿って、第１の画素及び第２の画素から構成され、
　第１の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第３原色を表示する第３副画素から成り、
　第２の画素は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、及び
、第４の色を表示する第４副画素から成り、
　信号処理部において、
　第２の方向に沿って数えたときの第（ｐ，ｑ）番目［但し、ｐ＝１，２・・・Ｐであり
、ｑ＝１，２・・・，Ｑである］の第２の画素への第１副画素・入力信号、第２副画素・
入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素・制御第２信号、並びに、
第２の方向に沿って第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素に隣接した隣接画素への第１副画素・
入力信号、第２副画素・入力信号及び第３副画素・入力信号から求められた第４副画素・
制御第１信号と、伸長係数α0とに基づき第４副画素・出力信号を求め、第（ｐ，ｑ）番
目の第２の画素の第４副画素へ出力し、
　少なくとも第（ｐ，ｑ）番目の第２の画素への第３副画素・入力信号並びに第（ｐ，ｑ
）番目の第１の画素への第３副画素・入力信号と、伸長係数α0とに基づき第３副画素・
出力信号を求め、第（ｐ，ｑ）番目の第１の画素の第３副画素へ出力する画像表示装置の
駆動方法であって、
　（ａ）（Ｒ，Ｇ，Ｂ）で定義された色が画素において表示されるとし、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）
が以下の式を満足する画素の全画素に対する割合が所定の値β'0を超えるとき、基準伸長
係数α0-stdを所定の値以下として決定し、
　（ｂ）基準伸長係数α0-std、各画素における副画素・入力信号値に基づく入力信号補
正係数、及び、外光強度に基づく外光強度補正係数から各画素における伸長係数α0を決
定する画像表示装置の駆動方法。
ここで、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｒの値が最高値、Ｂの値が最低値の場合であって、
Ｒ≧０．７８×（２n－１）
Ｇ≧（２Ｒ／３）＋（Ｂ／３）
Ｂ≦０．５０Ｒ
を満足するとき；あるいは又、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）において、Ｇの値が最高値、Ｂの値が最低
値の場合であって、
Ｒ≧（４Ｂ／６０）＋（５６Ｇ／６０）
Ｇ≧０．７８×（２n－１）
Ｂ≦０．５０Ｒ
を満足するとき；但し、ｎは表示階調ビット数である。
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